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学年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 支援 計
男子 59 44 54 51 40 49 16 313
児童数 女子 53 56 47 57 34 48 4 299
（人） 計 112 100 101 108 74 97 20 612
【職員数】（人）














初任者教員 2 名 、講師 2 名 以上 8 名
3.2 研究授業
【第 1 回研究授業】平成 30 年 9 月 26 日（水）6 限目 授業者：山田 千尋（4 年目教員）

























【第 2 回研究授業】平成 30 年 10 月 25 日（水）6 限目 授業者：新田 真子（2 年目教員）


















第 2 回目の研究授業は、第 1 回目に続いて昨年度から引き続き研究を行っている初任 2 年目
教員が実施した。昨年度からの成長を確認するとともに、前回提示した授業を見るポイントに
ついて、若手教員とともに確認を行った。
【第 3 回研究授業】平成 30 年 12 月 12 日（水）6 限目 授業者：山本 郁哉（初任者教員）





















【第 4・5 回研究授業】平成 31 年 1 月 23 日（水）
5 限目 授業者：松本 奈穂（講師）
















6 限目 授業者：三原 彰浩（講師）



















第 4・5 回目の研究授業は、講師の 2 人が実践した。両名とも今年は担任をもっていないが、
教科授業を担当しており、授業実践を積み重ねてきている。学年最後に講師の 2 人が研究授業
を行ったのは、来年は担任業務を果たすことができるよう、より一層授業力を向上させること
を目的としたためである。特に 1 年生では、授業実践に向け学年教員が協力をして授業展開や
板書作りにアドバイスを与えることができたので、授業力を向上させるためにはいい機会とす
ることができた。
4. おわりに
昨年度に引き続き、若手教員の授業力向上に向けた研究を図ってきたが、成果の一つとして、
今年の研究構成メンバーが、昨年度のメンバーに今年度の新規若手教員を加えて構成できたこ
とがあげられる。昨年の若手教員は、一年間研修してきた成果を生かした授業をつくるととも
に、今年の若手教員の見本となるべく授業に臨むことができていた。実際に、今年度の研究は
じめは、昨年度の若手教員から研究授業を開始し、今年度の若手教員に対して「授業への心得
とは何か」を示すことができていた。この実践は、後半に授業を行った新規若手教員にとって、
授業実践に向けてのより明確な指標となり、授業力向上に効果的に位置づけることができた。
このように、昨年度の教員と新規若手教員の相互によい刺激が与えられ、効果的に成長を促す
ことができたと言える。
また、コーディネートを担った教員についても、昨年度から指導の方針を把握しており、自
ら積極的に若手教員に関わり的確な指導をすることができていた。特に、新規若手教員に対し
ては昨年度からの指導の経過を伝えることで、本研究の成果を効果的に進めることができたと
言える。今年度については、教職大学院の院生が本校に在籍しており、研究課題である道徳科
の授業では本研究に積極的に参加し、実践研究にもつなげることができていた。
